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庄川水系河川整備計画（案）骨子の説明庄川水系河川整備計画（案）骨子の説明
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第１章 計画の基本的な考え方
第１節 河川整備計画の趣旨
第２節 河川整備の基本理念
第３節 計画対象区間
第４節 計画対象期間

第２章 流域の概要

第３章 河川の現状と課題

第４章 河川整備の目標に関する事項
第１節 洪水による災害の防止又は軽減に関する目標
第２節 流水の適切な利用及び正常な機能の維持に関する目標
第３節 河川環境の整備と保全に関する目標
第４節 河川の維持管理の目標

第５章 河川の整備の実施に関する事項（骨子）
第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事

の施行により設置される河川管理施設の機能の概要
第２節 河川の維持の目的、種類及び施行の場所

◇◇ 第３回懇談会でご意見を頂きたい項目第３回懇談会でご意見を頂きたい項目

第２回懇談会

第３回懇談会

第１回懇談会

第１回懇談会

第２回懇談会
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１．洪水による災害の発生の防止又は軽減に１．洪水による災害の発生の防止又は軽減に
関する事項関する事項

１）戦後最大規模の洪水への対応

２） 「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー

に対する堤防等の安全確保

３）大規模地震等への対応

４）危機管理体制の強化等
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庄川の洪水氾濫から沿川地域を防御するため、計
画規模の洪水への対応を長期的な目標としつつ、本
計画では戦後最大洪水に相当する規模の洪水を堤防
設計水位（H.W.L）以下で安全に流下させることを
整備の目標とします。

１）戦後最大規模の洪水への対応

① 堤防の整備（堤防の量的・質的整備）

② 和田川合流点処理

③ 橋梁架け替え

④ 利賀ダムの整備
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高新大橋
高岡大橋

（距離標）

戦後最大洪水時
利賀ダム完成前

◇ 整備の概要（現況橋梁・堤防と流下能力の関係）◇◇ 整備の概要（現況橋梁・堤防と流下能力の関係）整備の概要（現況橋梁・堤防と流下能力の関係）

北陸線橋梁下り
北陸線橋梁上り

大門大橋

新庄川橋

右岸築堤
0.7k～1.9k 右岸築堤

4.7k～5.2k

右岸築堤
6.2ｋ～6.7ｋ

左岸築堤
4.1k～6.9k

右岸堤防

左岸堤防
整備必要箇所

利賀ダム利賀ダム
効果効果

戦後最大洪水時
利賀ダム完成後

整備が必要な領域

流下能力

計画高水流量時

旧庄川橋

万葉線橋梁

旧庄川橋

万葉線橋梁

和田川合流点和田川合流点
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① 堤防の整備（堤防の量的・質的整備）①① 堤防の整備（堤防の量的堤防の整備（堤防の量的・質的・質的整備）整備）

堤防整備（築堤）のイメージ

堤防高や幅が不足している区間

整備計画における整備対象区間

北
陸
線
橋
梁

堤防高や幅が不足している区間

H19整備
完了予定

牧野大橋の架橋
と合わせて施工

高岡工区

新湊工区 大島工区

大島・大門工区

庄川工区

堤防整備必要箇所

堤防の幅約9ｍ

計画高水位

計画余裕高2.0m

現 堤

築堤部

堤防の幅約9ｍ

計画高水位

計画余裕高2.0m

現 堤

築堤部

戦後最大洪水のうち、利賀ダム等によって調節された流量を河道で安全に流下さ
せるために、家屋等への被害が生じる堤防の高さや幅が不足する箇所において堤防
の整備（築堤）を実施します。

また、既設堤防の浸透に対する安全性の詳細点検に基づき、安全性が確保されな
い堤防においては強化対策を図り、質・量ともバランスの取れた堤防整備を推進し
ます。
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② 和田川合流点処理②② 和田川合流点処理和田川合流点処理

和田川合流点付近で氾濫した場合の浸水想定区域図

和田川合流点

庄川
和田川

和田川　0.33ｋ　(右岸)

T.P+7.52m▼ 地盤高

T.P+8.85m

T.P+7.46m

T.P+7.35m

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

5 15 25距離(m)

標
高

（
T
.P

m
）

庄川H.W.L

現況断面
H.W.L
利賀ダムがない場合の水位
利賀ダム等による調整後の水位

戦後最大洪水時の和田川水位
約６，７００億円被害額（億円）

約８，７００ｈａ浸水面積（ｈａ）

約２６，０００戸浸水戸数（戸）

戦後最大洪水のうち、利賀ダム等によって調節された流量が庄川本川流
下した場合、和田川は逆流による影響を受け、堤防は余裕がない状況とな
ることから、合流点処理を行います。

想 定 被 害
T.P+7.35m

庄川 H.W.L（計画高水位）

戦後最大流量時
（利賀ダム等による調整後）
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③ 橋梁架け替え（万葉線、旧庄川橋）③③ 橋梁架け替え（橋梁架け替え（万葉線、旧庄川橋））

整備目標流量を安全に流下させるため、洪水流下時ネックとなっている河
口付近の万葉線、旧庄川橋を架け替えます。

現在の万葉線橋鉄道橋は桁下の高さが低く、戦後最大洪水が利賀ダム等に
よって調節された流量に対しても、現況の橋梁は桁下が不足するため架け替
えが必要です。

洪水時の洗掘による鉄道橋梁の落橋
（昭和51年９月出水 Qp=約2,650m3/s）

鉄道橋梁地点にて氾濫した場合の浸水想定区域図

庄
川

想 定 被 害

約５，２００億円被害額（億円）

約１，２３０ｈａ浸水面積（ｈａ）

約１１，０００戸浸水戸数（戸）

万葉線鉄道橋と計画高水・戦後最大

洪水時（利賀ダム完成後）水位の関係

計画高水流量

戦後最大洪水
（利賀ダム完成後）
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庄川沿川の洪水被害の軽減、水需要への対応や渇水被害の軽減を図るため、
庄川右支川利賀川の南砺市利賀村に建設中の利賀ダムにより、洪水調節・流
水の正常な機能の維持・新規工業用水の開発を行います。

④ 利賀ダムの整備④④ 利賀ダムの整備利賀ダムの整備
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建設中の利賀ダムにより、庄川の基本高水のピーク流量6,500m3/s（雄神基
準点）に対して、500m3/sの洪水調節を行います。

④ 利賀ダムの整備④④ 利賀ダムの整備利賀ダムの整備

洪水調節容量
19,700,000m３
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④ 利賀ダムの整備（整備の効果）④④ 利賀ダムの整備（整備の効果）利賀ダムの整備（整備の効果）

和田川合流地点万葉線橋梁地点 雄神橋地点

利賀ダムにより、庄川水位を下げます。また、庄川洪水時には、逆流による
影響を受ける和田川の水位を下げます。

T.P+4.79m

0.45mの水位低下

T.P+9.14m

T.P+8.81m

和田川堤防高
T.P 8.52m

0.32mの水位低下

庄川

和田川

T.P+90.83m

T.P+90.52m

0.31mの水位低下

基本高水（利賀ダムがない場合）の水位

利賀ダムを考慮した場合の水位

T.P+4.34m
T.P+2.93m

万葉線橋梁
桁下高
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２）「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー
に対する堤防等の安全を確保

急流河川特有の洪水時の流水の強大なエネルギー
に対する堤防の安全を確保するため、急流河川対策
を行い、氾濫被害の防止を図ります。

⑤ 急流河川対策（根継ぎ護岸等）
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⑤ 急流河川対策（根継ぎ護岸等）⑤ 急流河川対策（根継ぎ護岸等）

河岸侵食L=約30m

河岸侵食
L=約300m

出水前の河岸線

河岸侵食L=約30m

河岸侵食
L=約300m

出水前の河岸線

洗掘による被害

侵食による被害（H11洪水）

急流河川特有の洪水時の流水の強大なエネルギーに対する堤防の安全を確
保するため、洗掘や侵食に対し危険な箇所については、緊急性の高い地点か
ら順次、根継ぎ護岸等の急流河川対策を行います。

護岸工（根継ぎ護岸工）

根継ぎ護岸工の施工状況

HWL

最深河床高

既設護岸を
利用

根継ぎ護岸

HWL

最深河床高

既設護岸を
利用

根継ぎ護岸

既設護岸

根継ぎ護岸

既設護岸

根継ぎ護岸
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近年、隣県で頻発している大規模地震に鑑
み、地震に対する必要な対策を実施し、地震
後の壊滅的な浸水被害を防止します。

３）大規模地震等への対応

⑥ 大規模地震等への対応
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⑥ 大規模地震等への対応⑥ 大規模地震等への対応

近年、隣県で頻発している能登半島沖地震や中越沖地震に鑑み、地
震による損傷・機能低下のおそれのある河川管理施設について必要な
対策を実施し、地震後の壊滅的な浸水被害を防止します。また、地震
発生時に迅速な行動ができるよう大規模地震を想定した避難訓練等を
実施します。

中越沖地震による堤防上面亀裂
（信濃川大河津分水路）

液状化による河川管理施設の沈下
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河川の増水や堤防が決壊した場合の氾濫域の拡大
が急激であることを踏まえ、ハード・ソフト両面で
水防管理体制の強化・充実を推進し、内水も含め被
害を最小化する「減災」を図ります。

４）危機管理体制の強化等

⑦ 霞堤の機能維持、保全

⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化等

⑨ 利賀ダムの整備（水位低下による内水被害の軽減）
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⑦ 霞堤の機能維持・保全⑦ 霞堤の機能維持・保全

霞堤

本川

支川

本川

洪水を貯留

霞堤は上流で氾濫した水を河川に戻し、被害の拡大を防ぐ等の治水上の機能がある
ため、適切な維持、保全を行います。

① 氾濫水を河道に戻す機能

② 洪水調節（洪水時遊水機能）

③ 内水及び支川排水

氾濫流霞堤

本川
黒部川（昭和44年８月洪水） 破堤点

（愛本）
・破堤の際、氾濫水を本川に戻す

効果を発揮。

・開口部から一時的に洪水を遊水
させ洪水調節効果を発揮。

・特に緩流河川において効果的で
ある。

④ 二線堤としての機能

・開口部に入る支川の排水や内水排除
を行うもの。

・樋門が不要となり、本支川の連続性
が確保できる。
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緊急時の情報伝達等

関係機関への水防情報のFAX一斉発信にとどまらず、関係機関と連携し更なる

情報伝達の迅速化を図ります。また、河川情報の収集体制の強化と水位予測システ
ムの高度化により防災情報の質の向上を図るなど、水防管理体制の強化・充実を推
進します。

緊急時には、CATV専門チャンネルやホームページ防災ネット富山を活用した防

災情報の提供など、関係機関と連携しつつ、情報の受け手の立場に立ち分かりやす

く適切な判断に資するよう、情報提供に努めます。

⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化等⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化等

同時配信範囲

FAX
着信確認（国）
着信確認（県・市町村）

同時配信範囲

FAX
着信確認（国）
着信確認（県・市町村）

↓

↓

↓

↓

局

出張所

県 河川課

消防本部

消防署・分団

土木センター

市町村
（水防管理団体）

事務所

FRICS

↓

↓

↓

↓

局

出張所

県 河川課

消防本部

消防署・分団

土木センター

市町村
（水防管理団体）

事務所

FRICS

FAX一斉発信
防災専門チャンネル（緊急時）
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高岡市洪水ハザードマップ

平常時の情報提供等

既に運用されているホームページ「防災ネットとやま」を活用し、リアルタ
イムの適切な河川情報の公開を推進します。

地域住民の防災意識向上のため、関係自治体と協力して広報活動を行うとと
もに、市町が行う洪水ハザードマップ作成のための技術的支援を引き続き行い
ます。また、地域住民等に対して行われる災害時の避難方策等の防災教育を支
援します。

⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化等⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化等

防災ネット富山
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閉操作時間が約75分軽減

⑨ 利賀ダムの整備（水位低下による内水被害の軽減）⑨⑨ 利賀ダムの整備利賀ダムの整備（水位低下による内水被害の軽減）（水位低下による内水被害の軽減）

利賀ダムの洪水調節により洪水時の河川の水位を下げることに
よって内水被害を軽減します。

時間

水位

樋門閉操作水位
(地盤高相当）

利賀ダムの洪水調節による樋管の閉操作時間の軽減

基本高水流量時水位（利賀ダムなし）

基本高水流量時水位（利賀ダムあり）

庄 川

和田川

大門大橋

柳町第二樋管

利賀ダムがなかった場合の閉操作時間

約６時間
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22．河川の適正な利用及び流水の正常な機能．河川の適正な利用及び流水の正常な機能
の維持に関する事項の維持に関する事項

１）流水の正常な機能の維持

２）良好な水質の維持
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庄川の水が恩恵をもたらす地域全体で合理的な水
利用を促進するとともに、アユをはじめとする多様
な動植物の生息、生育環境を良好に保つなど庄川の
流水の正常な機能を維持するよう努めます。

１）流水の正常な機能の維持

⑩ 利賀ダムの整備

⑪ 関係水利使用者との渇水調整

⑫ 流況等のモニタリング
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庄川沿川の洪水被害の軽減、水需要への対応や渇水被害の軽減を図るため、
庄川右支川利賀川の南砺市利賀村に建設中の利賀ダムにより、洪水調節・流
水の正常な機能の維持・新規工業用水の開発を行います。

⑩ 利賀ダムの整備⑩⑩ 利賀ダムの整備利賀ダムの整備

利水容量
6,700,000m3

流水の正常な機能を
維持するための容量

6,220,000m3

工業用水容量
480,000m3
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⑩ 利賀ダムの整備⑩ 利賀ダムの整備

建設中の利賀ダムにより、ダム地点下流の庄川沿川の既得用水の補給を

行うほか、利賀川及び庄川の流水が担っている漁業、景観、地下水位の維

持、動植物の保護などのために必要な流量を確保します。

また、工業用水として一日最大8,640m3 取水可能とし、地域産業発展
への貢献を図ります。
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⑪ 関係水利使用者との渇水調整⑪ 関係水利使用者との渇水調整

砺波広域圏事務組合水道事業所、関西
電力株式会社北陸支社

民間

砺波市、高岡市市町村

河川課、農村環境課、環境衛生課、企
業局土木水道課、企業局電気課

富山県

北陸農政局農林水産省

富山河川国道事務所国土交通省

機 関 名

庄川渇水情報連絡会の構成機関

渇水時の対応として関係機関や水利使用者等と連携して、被害拡大防
止に努めます。

渇水に関する記事
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⑫ 流況等のモニタリング⑫ 流況等のモニタリング

流量観測の状況

河川管理を行う上で最も重要となる河川流量の把握や今後の調査研究
のデータ蓄積のため、流況等のモニタリングを適切に行います。

日常管理 ： 基準観測所における流量観測、水位計よるに流況の把握

渇 水 時 ： 同時流量観測による水収支、縦断的な伏没・湧出量等の把握

地下水位 ： 河川流況と地下水位との相関関係等の把握
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継続的なモニタリングを実施するとともに、関係機
関と連携して良好な水質の維持に努めます。

２）良好な水質の維持

⑬ 水質調査の継続実施

⑭ 水質事故の対応
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⑬ 水質調査の継続実施⑬ 水質調査の継続実施

← 継続的な水質の監視
（採水作業の状況）

水質については、現状では環境基準を満足していることから、引き続き定
期的に水質を把握するとともに、地域住民、関係機関等と連携を図り、現状
の水質の維持に努めます。
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富山市、高岡市、黒部市、小矢部市、砺波市、南砺市、
射水市、高山市、飛騨市、立山町、入善町、朝日町、白
川村

市町村

県土整備部、環境生活部、都市建設部岐阜県

土木部、生活環境文化部富山県

中部経済産業局資源エネルギー環境部
中部近畿産業保安監督部

経済産業省

北陸地方整備局富山河川国道事務所、北陸地方整備局黒
部河川事務所、北陸地方整備局立山砂防事務所、北陸地
方整備局利賀ダム工事事務所、北陸地方整備局神通川水
系砂防事務所
海上保安庁伏木海上保安部

国土交通省

機 関 名

オイルフェンス設置
訓練

富山県一級水系水質汚濁対策連絡協議会の構成機関

・水質事故時には、利水及び環境への被害を最小限にとどめるために、
「富山一級水系水質汚濁対策連絡協議会」を通じて関係機関と連携し、
迅速に対応します。

⑭ 水質事故時の対応（関係機関との連携等）⑭ 水質事故時の対応（関係機関との連携等）

・水質事故等の緊急時に迅速に対処するため、水質自動監視装置や河川
巡視員等による監視の徹底に努め、防除活動に必要な資料の備蓄を行
うとともに、水質事故訓練等を実施します。
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33．河川環境の整備と保全に関する事項．河川環境の整備と保全に関する事項

1）庄川の自然環境の保全及び生物の生息・生育環境の
連続性の確保

2）河川空間の利活用、歴史的・文化的施設の活用、連携
・協働による河川管理の推進
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湧水によるワンド・タマリや連続した早瀬・平瀬
等における豊かな自然環境や広い石河原や砂州など
の河川景観の保全に努めます。また、河道内だけで
なく堤内地も含めた動植物の生息・生育環境の連続
性に配慮します。

１）庄川の自然環境の保全及び生物の
生息・生息環境の連続性の確保

⑮ 環境モニタリング

⑯ 工事による環境への影響軽減

⑰ 水域ネットワークの形成
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◇◇ 川の優れた自然環境の保全川の優れた自然環境の保全

庄川の河川環境の保全については、庄川が有している下流の湧水に起因する池
やワンド等の静水環境の維持と、中上流部の自然の変動を許容しつつ攪乱により形
成された環境・河川景観の維持・保全を図ることを基本としていきます。ただし、
安全を確保すべき箇所においては、多自然川づくりの基本方針に基づいて着実に工
事とその影響に対するモニタリングを行いつつ、良好な河川環境の保全と整備を推
進していきます。

庄川の豊かな河川環境を適切に管理していくために、その現状や経年変化を把
握するための「河川水辺の国勢調査」や「多自然川づくり追跡調査」を実施し、そ
れらのモニタリング結果を踏まえた『庄川の河川環境の整備と保全』を行っていき
ます。

⑮ 環境モニタリング⑮ 環境モニタリング

湧水池 庄川の淵 河川水辺の国勢調査
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大事な樹木は
保全・代償

工事前の表土を
残して、元の植
生を早期に回復

必要な箇所には,根
継護岸で河岸保護

大きな石は河岸に残
して、砂州の回復、
植生の復元を図る

寄州・中州の
できる低水路
幅の確保

⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）

◇◇ 多自然川づくりの推進多自然川づくりの推進

支川の合流点処理や、根継護岸工等の工事の実施にあたっては、河川水
辺の国勢調査アドバイザー等の専門家の意見を踏まえると共に、地域住民
の意見・要望を参考としながら、河川が本来有している生物の生息・生
育・繁殖環境、並びに多様な河川風景への影響の回避、低減、代償を図る
など多自然川づくりを推進していきます。

多自然川づくりのイメージ
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◇◇ 多自然川づくりへの取り組み多自然川づくりへの取り組み

河岸侵食対策の際に、根固水制を自然石で覆った護岸の整備や木工沈床

や粗朶沈床の活用により、アユ等の魚類の生息環境や景観に配慮するなど

の取り組みを行っています。

今後もこのような環境へ配慮した取り組みを推進していきます。

⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）

自然石を用いた根固水制の施工状況
（新たに淵を創出）

環境に配慮した河川工事に
関する記事
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◇◇ 生物の生息・生育環境の連続性の確保等生物の生息・生育環境の連続性の確保等

関係部局と調整・連携し、庄川本川と農業用水路等との間に生じている落差の解

消を図り、河川・用水路・水田をつなぐ水域ネットワークの形成を目指します。

庄川本川には、生物の移動阻害となる河川横断工作物がないため、遊泳力の弱い

カマキリ等の魚類が上流でも確認されており、縦断方向の連続性が保たれておりま

すが、環境モニタリング等を踏まえ適切に対応してまいります。

⑰ 水域ネットワークの形成⑰ 水域ネットワークの形成

排水樋管等

庄川の流入支川・樋管等の落差の状況

カマキリ
ア ユ

魚類の移動に配慮した樋門
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流域の歴史、文化、自然との調和を図り、アユ釣り、川遊
び、スポーツ、祭事等の活動の水辺空間や河川利用に関する
多様なニーズを踏まえ、地域と水辺一体となって、人と河川
との豊かなふれあいを増進するとともに、住民の河川美化活
動と連携した住民参加型の河川管理を推進します。

2）河川空間の利活用、歴史的・文化的施設の
活用、連携・協働による河川管理の推進

⑱ 庄川ふれあいロードの整備

⑲ 地域の歴史・自然や施設等を踏まえた河川環境整備
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庄川沿川では近年の健康に対する意識の高まり
の中、各地でマラソン大会、ウォーキング大会など
庄川の自然を満喫しながら楽しむイベントが数多く
開催され、庄川の河川敷が利用されています。こう
した背景を踏まえ、引き続き河川区域内のコースを
管理用通路として整備します｡この整備により下流
の高岡庄川緑地公園、中流の砺波市総合運動公園、
上流の砺波市弁財天公園などがつながることにより
沿川地域のネットワーク化が期待されます｡

ふれあいロード

ふれあいロード整備計画

⑱ 庄川ふれあいロードの整備⑱ 庄川ふれあいロードの整備

弁財天公園

高岡庄川緑地公園

砺波市総合運動公園
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庄川の沿川には治水の歴史を物語る「弁財天」や「松川除」、人と川との関わ
りを展示する「水記念公園」や「水資料館」があり、庄川温泉郷も隣接しており、
これらの歴史・文化的施設や公園等を有機的に連携し、水辺に親しむ河川空間の整
備を地域と連携しながら進めます。

また、背後地の地域の施設や地域の要請などを踏まえ、自然環境や水と親しむ
活動等を普及、発展させていくような環境づくりを図ります。を図ります。

弁財天
水資料館

水記念公園松川除

⑲ 地域の歴史・自然や施設等を踏まえた河川環境整備⑲ 地域の歴史・自然や施設等を踏まえた河川環境整備
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４．河川の維持管理に関する事項４．河川の維持管理に関する事項
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庄川の有する機能が発揮されるよう、現状を的
確に把握するとともに状況に応じた改善策を行
い、「治水」「利水」「環境」の目的を達成するため
の必要なレベルを維持させるように努めます。

庄川の機能を活かした
効率的・効果的な維持管理の実施

⑳ サイクル型維持管理の実施

21 河道の維持管理

22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の維持管理

23 住民参加型の河川管理
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21 サイクル型維持管理の実施21 サイクル型維持管理の実施

庄川の河川特性を十分に踏まえ、洪水時や渇水時だけでなく平常時か

ら庄川の有する機能が十分発揮されるよう、河川管理上の重点箇所や実施

内容など具体的な維持管理の計画を作成するとともに、河川の状態変化の

監視、状態の評価、評価結果に基づく改善を一連のサイクルとした「サイ

クル型維持管理」により効率的・効果的に実施します。

サイクル型維持管理計画のイメージ

維持管理計画
・各河川の規模や特性に応じて
維持管理計画を作成

評 価
【データから状態を評価】

監 視
【データの取得とストック】

・河川巡視、施設点検、流量

観測、測量等

→ 河川カルテ（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化）

改 善
【監視、評価に基づき改善】
・河道管理（樹木伐採 等）

・堤防、護岸管理（補修 等）

・施設管理（補修・更新 等）

地域社会

協働実施
情報共有
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樹木管理

密生化によって

流下能力の支障

となっている樹木

を環境に配慮し

ながら適切に

伐採します。

河道の変動、河岸侵食、護岸、根固工等の変状を早期に把握し、機動
的かつ効率的に補修等を実施します

樹木管理のイメージ

21 河道の維持管理2121 河道の維持管理河道の維持管理

密生化した樹木

河道堆積土砂の撤去

流下能力不足を招き、河川管理施設等の
機能に支障を及ぼす堆積土砂を撤去します。

護岸等の補修

堤防の安全を損なう恐れがある護岸等の

損傷を早期に発見、調査、評価し、補修を行

います。
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河川巡視の実施

定期測量河川管理施設の点検

22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理2222 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理

河川管理を適切に実施するために、継続的・定期的に巡視・点検を行い、
河川の状態を調査します。

樋門や霞堤等の河川管理施設の洪水等に対する機能が発揮されるよう定期
的に点検し維持管理に努めます。

堤防除草
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出水により河川管理施
設に被害が発生するお
それがある場合

・流水の状況
・堤防の状況把握
・河岸、護岸及び水制根固め等の

状況把握

洪水時
巡視

頻度巡視内容名称

河川巡視（洪水時）の巡視内容と頻度

22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理2222 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理

洪水時には堤防等の河川管理施設や許可工作物の異常を早期に発見

し、迅速な水防活動が行えるよう河川巡視を行います。

出水時の巡視（河岸侵食箇所の状況確認）
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22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理2222 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理

◇維持管理の高度化、効率化

庄川は短時間で発生する洪水や氾濫域の拡大が急激である等、防災面では

危険な川であることから、防災管理の高度化、効率化を図り、従来の『点』

の管理から『面』の管理への転換を図ります。

CCTV（河川監視カメラ）

黒部川

工

事
名

図
面
名

富山工事事務所　管内図
縮

尺

国土交通省　北陸地方整備局　富山工事事務所

常願寺川神通川
庄川

小矢部川

８

160

1 5 6
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黒部工事事務所

立山砂防工事事務所

新湊道の駅

細入道の駅

白馬岳

立山

剣岳

焼岳

乗鞍岳

穂高岳

白山

富山工事事務所

金沢工事事務所

糸魚川国道維持出張所

高山国道工事事務所

設計年月日

図面番号

入善町
朝日町

宇奈月町

黒部市

魚津市

滑川市

氷見市

富山市

大門町 大島町

福岡町

小矢部市

砺波市

庄川町

井波町
福野町

福光町

小杉町

下村

婦中町

八尾町

大沢野町

大山町

立山町

舟橋村

上市町

至　松本砂防

伏木富山港湾工事事務所

小矢部 大堰水 位

津 沢雨量津沢 水位

蓮沼水 位

石動水 位
小矢部 雨量

長江 水位

舟戸橋 水位

雄神 橋水 位

萩浦橋 水位･水質

神 通大橋 水位･水質

高田 橋水位･水質

八幡橋水位･水質

熊野橋水位･水質

杉浦橋 水位･水質

大沢野 大橋水 位･水質

大川寺水位

瓶岩水位

小見水位･雨 量

常願寺 橋水位 ･水質

常願寺川河口風向・風速

福岡防災ｽﾃｰｼｮﾝ

富山雨量

愛本 水位･水質･雨 量

欅 平雨量

宇奈月 水位

黒 部雨量

東別 所雨量

渕ケ 谷雨量

栃折 雨量

室堂雨 量千寿ケ原雨量

折立雨 量

熊野 雨量

久婦須 雨量

小院瀬 見雨量

東西 原雨量

水谷雨量

猫 又雨量

黒薙雨 量

宇 奈月ダ ム雨量

田中海 象

生 地海象

石 田海象

神通川水系砂防工事事務所

県市町村役所

事務所

出張所

除雪ＳＴ

監督員詰所

光ファイバ
可動堰

水門、樋門

樋管

揚排水機場

凡　例

防災ｾﾝﾀ
防災ST

他事務所

雨量観測所

表示板

カメラ

水位･その他観測所

高 岡合庁 屋上

福岡防 災ｽﾃｰ ｼ ｮ ﾝ

岩坪

渋江 川合流 点

石動

津沢

小矢 部大堰

大 門水位

高岡市

利賀ダム工事事務所

有沢橋 水位･水質

北野 公園

大 門大橋

新湊市

富山空港

磯 部

日 赤病院

宮島 川水門

富山県

八幡橋

雷鳥大 橋

大日橋

瓶岩

富山防災センター

朝日
赤川春日

横山

田中

荒 俣
下 飯野

吉原

越湖
生地

立野

石田

神子沢

沓掛
愛川

浦山上 流

愛 本左岸

愛本右 岸

ダム下 流

嘉々堂

黒 薙川合 流点

黒 薙川1号 SD

黒 薙川3号 SD

不 帰谷合 流点

奥鐘 橋

祖母 谷合流 点

祖母谷7号 SD小 黒部谷1号SD

小 黒部谷2号SD

音沢橋

浦 山新

福島

本
宮

上

流

千寿ケ原

白岩左 岸

六 九谷

立山カ ルデラ展望台

称名 滝

中田 橋

庄川水 記念公 園

新 婦大橋

ダム上 流

計60箇所

計21箇所

計26箇所

粟栗野

富山県内光ケーブルネットワーク

・縦断的な河川管理（全川にわたり縦断的な水位計やCCTV等による監視）

・光ファイバーの活用、リアルタイムの監視

・樋門等河川管理施設の遠隔化の試行 等
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河川清掃

ボランティア・サポート・プログラム（仮称）河川編

川の通信簿水生生物調査

市民団体、非営利機関(NPO)、地域住民及び市民ボランティア等の協力
を得て河川の維持管理を行うため、地域住民等と連携しながら以下の取り
組みを行います。


